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新座キャンパスでは、現在は空きスペースとなっている6号館2Fエリアと図書館が一体化し、学習支援スペースである
「（仮称）ラーニング・コモンズ」としてこの4月にオープンします。
また、池袋キャンパスに今秋新たにオープンする中央図書館は、現在建築中のロイドホールの地下2階から地上3階までと、
現在の社会科学系図書館を一体化させた、収蔵冊数200万冊、閲覧席数1500席となる国内の大学でも屈指の大規模図書館と
なります。

4月、新座図書館2Fに新たにオープンするのは「（仮称）ラーニング・コモンズ」です。グループ学習のための共用
スペースという機能にとどまらず、図書館資料の利用やラーニングアドバイザーなどソフト面でのサポートも含めた総合的な
学習支援スペースとなります。
「ラーニング・コモンズ」と各室の名称については全て仮称となります。正式名称については新学期開始以降に公募予定です。）

［グループ学習室（4室）］
�ゼミでの発表準備などに利用

できる10人規模の部屋を4室
設けます。グループでの議論や
作業を行いやすいスペースで、
ブルーレイデッキや、模造紙を
広げやすい大きな机を配置する
などの工夫が各室に盛り込まれて
います。

［グループエリア］
　自由で活発なグループ学習が
できる広大なスペースです。
従来の1Fに加えて2Fカウンター
でもPC貸出を行います。
ラーニングアドバイザーも1F
カウンターからこちらへ移動してきて、一層気軽に相談できるようになります。

［多目的スタジオ］
図書館の講習会が行われるほか、グループワークなどで自由に利用することもできるスペースです。

新座と池袋それぞれに新施設が誕生！

新座図書館2Fに「（仮称）ラーニング・コモンズ」がオープンします。

グループ学習室 多目的スタジオグループエリア

2012年、図書館が変わる…
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　図書館で長時間過ごせるよう、リフレッシュルームやテラスといった軽飲食が可能なスペースを備えます。館外になりますが、
カフェも隣接してオープンします。

［ラーニング・スクウェア］
　図書館エントランスホール1F、2Fのラーニング・スクウェ
アは、ミーティング等で自由に利用することができます。
ホワイトボードやPCも用意され、ひと味違った使い勝手の
良いスペースです。

［グループ学習室］
　ゼミでの発表準備など、集中してグループワークをしたい
ときはグループ学習室（8室）が適しています。
　教室と同様にホワイトボード、大画面ディスプレイやPCが使え、少人数グループでの議論や作業に活用できます。

［閲覧席、書架］
閲覧席も大幅に増え、全フロアあわせて1500席となります。ソファ席も多数

用意され、じっくりと本を読むことができるようになります。
さらに、視聴覚ブースも最新機種に刷新され、大きな画面でDVDを見ることが
できます。利用用途に応じて、ゆったりくつろいで視聴できるタイプとノートテイク
などを考慮したタイプの2種類のブースが用意されます。
ほか、開架書架の割合も大幅に増えます。利用者は手続き不要で自由に書庫に入り、資料を手に取ってみることが簡単になります。

大きいだけでなく新しい工夫をさまざまに盛り込んだ中央図書館にご期待下さい！

［ラーニングアドバイザー、PCサポート］
�　これまでは図書館本館の旧館に受付のあったラーニングアドバイザーも、中央図書館ではアクセスしやすい2Fカウンターに
移り、レポート資料の集め方や書き方の相談を受付けます。その隣にはメディアセンターと同様にPCヘルプデスクも設けられ、
困ったときにはすぐに質問をすることもできます。

［PC席、PC貸出サービス］
館内のPCも倍以上に増え、全フロアあわせて約300台弱のPCが常設されます。また、PC貸出カウンターはラーニング・

スクウェアに設けられ、大幅増となる200台規模の貸出を行います。

グループ学習を強力にサポートします。

学習に集中できる環境を整備します。

ハード、ソフトの両面から学習をサポートします。

秋オープンの中央図書館はココがすごい！
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長時間滞在型の利用をサポートします。


